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★よろず・ＩＴ窓口相談　★特許相談

●正副会頭会議　★事業承継相談　

●創業カフェ　●四日市まちゼミ新規参加店舗説明会

●四日市港の将来を考えるフォーラム（四日市港ポートビル）

★法律相談

★労務相談

★記帳継続指導・税務相談

★不動産・会社法人登記相談　★貿易ビジネス相談

●四日市港セミナー（四日市都ホテル）　★総合経営相談

●常議員会　●三重の就職セミナー（四日市市文化会館）

●議員懇談会視察研修（28日まで）

即位の日

国民の休日

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日

　平成最後の本誌発行になりました。30年間お世話になった
元号に敬意を表して発行年月日を全面に配置しました。

特集　
2019年度当所事業計画　
 「連携の拡大」と「交流の深化」

連載
● 四日市発“ものづくり”… 株式会社伊藤鉄工所
● 応援隊発“そうぎょう”… FLARES

新入会員紹介
会員・共済制度
増強キャンペーンのお知らせ
　
最新情報・イベント・講演会・研修・相談会等

2019年3、4月のトピックス
　

連載
● 知っ得！！　商工会議所活用法
　 ご存知ですか？ 女性部　
● ビジネス・ワンポイント
　 労働時間の状況の把握（労働安全衛生法の改正）

ふらっと・ぶらっと・よっかいち
● 四日市の魅力再発見・改元編
　 ̶平成元年へ出かけよう１̶
あとがき

三重県信用保証協会は、中小企業の皆さまが
事業資金借入をされる際の「公的な保証人」となってサポートします。

お気軽にご相談ください。

本　　　店
四日市支店

059-229-6021（代表）
059-353-9161（代表）

これからも、
がんばる企業を応援します。

おかげさまで
創立70周年

http://www.cgc-mie.or.jp/

商工春秋
四日市商工会議所広報　平成31年4月25日発行　
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中
小
・
小
規
模
企
業
へ
の

　
　
支
援
の
充
実
・
強
化
と

　
　
雇
用
拡
大
へ
の
取
り
組
み

　
国
内
有
数
の
産
業
集
積
地
で
あ
る
当
地

域
の
経
済
活
動
を
支
え
る
中
小
・
小
規
模

企
業
へ
引
き
続
き
、
手
厚
い
経
営
支
援
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
新
規
に
▽
I
o
T
化
等
生
産
性
向
上
の

取
組
に
対
す
る
中
小
・
小
規
模
企
業
の
支

援
▽
消
費
税
率
引
き
上
げ
と
軽
減
税
率
導

入
に
向
け
た
支
援
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　
I
o
T
化
支
援
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
、
研
修

を
通
し
て
I
o
T
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
、

生
産
性
向
上
へ
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

　
今
年
10
月
、
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
い
、

新
た
に
導
入
さ
れ
る
軽
減
税
率
制
度
に
会

員
企
業
の
皆
さ
ま
が
円
滑
に
移
行
で
き
る

よ
う
、
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別
相
談
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
魅
力
あ
る
四
日
市
の
街
づ
く
り
と

　
　
観
光
振
興
へ
の
取
り
組
み

　
観
光
振
興
の
一
環
と
し
て
定
着
し
つ
つ

あ
る
国
内
外
ク
ル
ー
ズ
船
の
四
日
市
港
寄

港
を
受
け
て
、
着
地
型
観
光
を
促
進
す
る

プ
ラ
ン
や
企
画
を
提
供
し
、
四
日
市
の
魅

力
発
信
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
で
四
日
市
港
開
港
1
2
0
周
年
に

合
わ
せ
て
、
当
所
は
昨
年
11
月
に
四
日
市

市
と
同
港
管
理
組
合
な
ど
へ
提
言
し
た

「
四
日
市
港
の
機
能
強
化
と
港
町
と
し
て

の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
」
に
基

づ
い
て
、「
新
た
な
港
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
」
を
新
規
事
業
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
四
日
市
港
発
祥
の
地
で
あ
る
旧
港
（
四

日
市
地
区
）
の
歴
史
的
観
光
資
源
を
見
直

し
、
市
街
地
に
近
い
と
い
う
利
点
を
活
か

し
て
「
憩
い
の
場
」
と
し
て
の
活
用
法
を

視
野
に
入
れ
た
港
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

会
議
・
研
修
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な

ど
を
企
画
し
ま
す
。

　
　
産
業
活
性
化
推
進
へ
の

　
　
取
り
組
み

　
今
年
2
月
、
近
鉄
四
日
市
駅
西
に
「
三

重
大
学
北
勢
サ
テ
ラ
イ
ト
知
的
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
」、「
東
京
大
学
地

域
未
来
社
会
連
携
研
究
機
構
三
重
サ
テ
ラ

イ
ト
」、「
高
度
部
材
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
」
が
開
所
さ
れ
、
四
日
市
に
産
学

官
連
携
の
素
地
が
整
い
ま
し
た
。

　
地
元
産
業
界
と
し
て
両
サ
テ
ラ
イ
ト
・

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
地
域
の
発
展
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
捉
え
、「
両

大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
等
と
の
連
携
に
よ
る
地

域
産
業
の
活
性
化
」
を
新
規
事
業
に
上
げ

ま
し
た
。

　
北
勢
の
地
域
企
業
を
中
心
に
地
域
創
生

基
盤
の
強
化
に
向
け
て
、
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
る
三
重
大
学
公
開
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

の
情
報
発
信
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
会
員
・
市
民
・
地
域
に
開
か
れ
た

　
　
商
工
会
議
所
と
し
て
の
取
り
組
み

　
会
員
企
業
を
は
じ
め
、
市
民
や
地
域
の

皆
さ
ま
に
、
よ
り
身
近
な
存
在
と
な
る
よ

う
、
事
業
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　
会
員
交
流
事
業
の
推
進
、
女
性
部
・
青

年
部
の
活
動
支
援
は
も
と
よ
り
、
広
報
活

動
の
強
化
、
幅
広
い
年
代
を
対
象
に
実
施

す
る
各
種
検
定
試
験
や
そ
の
P
R
な
ど
、

多
く
の
皆
さ
ま
に
有
用
な
情
報
の
発
信
に

も
努
め
ま
す
。

　
　
商
工
会
議
所

　
　
運
営
強
化
へ
の
取
り
組
み

　
今
年
度
は
2
年
ぶ
り
に
「
会
員
・
共
済

制
度
増
強
を
目
的
と
し
た
合
同
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
ア
ク
サ
生
命
保
険
と
、
当
所
職

員
が
合
同
で
取
り
組
み
ま
す
。

　「
令
和
元
年
」
が
、
3
年
ぶ
り
の
役
員
・

議
員
改
選
の
年
と
な
り
ま
す
。。
新
た
な

時
代
の
11
月
か
ら
、
新
体
制
で
会
員
企
業

や
市
民
の
皆
さ
ま
に
、
よ
り
信
頼
さ
れ
る

商
工
会
議
所
を
目
指
し
て
、
一
同
、
邁
進

い
た
し
ま
す
。

 

2
0
1
9
年
度
収
支
予
算

　
本
年
度
単
年
度
収
支
は
、
収
入
を
11
億

2
3
0
万
6
千
円
、
支
出
を
10
億
9
0
8

8
万
8
千
円
と
し
、
1
1
4
1
万
8
千
円

の
黒
字
を
見
込
み
ま
し
た
。
前
年
度
繰
越

金
3
0
0
1
万
2
千
円
を
含
め
た
収
入
合

計
は
11
億
3
2
3
1
万
8
千
円
で
、
一
般

会
計
と
特
別
会
計
6
部
門
を
合
わ
せ
た
差

引
収
支
残
高
は
3
9
6
7
万
4
千
円
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
退
職
給
与
資
金
積
立
金

残
高
2
億
2
4
9
6
万
円
と
、
財
政
調
整

資
金
積
立
残
高
1
億
8
2
4
4
万
円
を
加

え
た
繰
越
金
合
計
と
し
て
4
億
4
7
0
7

万
4
千
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

　

4
月
1
日
に
新
元
号
「
令
和
」
が
発
表
さ
れ
、
平
成
か
ら
時
代
が
移
り
変
わ
る

瞬
間
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
所
は
節
目
を
超
え
て
も
変
わ
る
こ
と
な
く
、「
地
域
商
工
業
の
発
展
に
努
め
、

豊
か
で
活
気
あ
ふ
れ
る
地
域
・
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
す
」
と
い
う
理
念
に
基

づ
き
、
会
員
企
業
を
は
じ
め
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

当
地
域
は
、
新
名
神
高
速
道
路
新
四
日
市
J
C
T
（
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
）

̶

亀

山
西
J
C
T
開
通
、
東
海
環
状
自
動
車
道
大
安
IC
（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）へ
の

延
伸
、
四
日
市
・
い
な
ば
ポ
ー
ト
ラ
イ
ン
、
国
道
4
7
7
号
四
日
市
湯
の
山
道
路
開

通
と
、
前
年
度
は
北
勢
を
中
心
に
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
着
実
に
進
み
ま
し
た
。

　

国
際
拠
点
港
湾
で
あ
る
四
日
市
港
や
、
世
界
と
つ
な
が
る
中
部
国
際
空
港
へ
の

ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
が
高
ま
り
、
四
日
市
の
地
域
力
が
向
上
す
る
中
で
、
新
年
度

事
業
は
前
年
度
事
業
の
テ
ー
マ
「
連
携
」
と
「
交
流
」
か
ら
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で

「
連
携
の
拡
大
」
と
「
交
流
の
深
化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
計
画
し
ま
し
た
。

　

新
規
事
業
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

特
集

2
0
1
9
年
度
当
所
事
業
計
画

　
　
　 

「
連
携
の
拡
大
」
と
「
交
流
の
深
化
」

23
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創
業
は
昭
和
43（
1
9
6
8
）年
。
現

取
締
役
会
長
の
伊
藤
善
定
氏
（
73
歳
）

が
、
部
品
加
工
を
請
け
負
う
町
工
場
と

し
て
別
名
に
起
こ
し
た
。
高
品
質
な
金

型
を
迅
速
に
顧
客
の
元
へ
届
け
た
い
と
、

そ
の
一
心
で
仕
事
に
向
き
合
っ
た
。

　

地
道
な
努
力
と
高
度
成
長
期
を
背
景

に
業
績
は
伸
び
、
社
員
を
増
や
し
て
自

動
車
部
品
の
試
作
・
加
工
を
手
掛
け
る

よ
う
に
な
り
、
平
成
元（
1
9
8
9
）年

に
法
人
化
。
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
よ

う
と
、
潮
目
を
読
ん
で
設
備
投
資
を
重

ね
、
平
成
17（
2
0
0
5
）年
、
広
永
町

に
工
場
を
新
築
移
転
し
た
。　

　

町
工
場
か
ら
、
量
産
用
の
ゴ
ム
金

型
・
冶
具
工
具
・
施
策
ゴ
ム
金
型
の
設

計
製
作
・
部
品
加
工
、
3
D
・
5
軸
加

工
と
事
業
は
拡
大
し
た
。

　

自
動
車
用
の
防
振
ゴ
ム
試
作
金
型
や

サ
ニ
タ
リ
ー
用
品
の
裁
断
機
の
部
品
加

工
な
ど
、
誰
も
が
日
常
で
使
用
す
る
製

品
の
製
造
を
縁
の
下
で
支
え
て
い
る
。

　
「
父
は
黙
々
と
仕
事
に
打
ち
込
む
職

人
そ
の
も
の
」
と
語
る
2
代
目
の
恒
毅

氏
（
43
歳
）。
3
年
間
の
大
手
メ
ー
カ

ー
勤
務
を
経
て
家
業
に
戻
り
、
昨
年
5

月
に
代
表
取
締
役
を
受
け
継
い
だ
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
父
の
背
中
を
見

て
育
ち
、
経
営
者
に
な
っ
た
今
、
父
の

偉
大
さ
が
分
か
っ
た
と
し
み
じ
み
。

　

も
の
づ
く
り
を
通
し
社
員
が
成
長
し
、

誇
り
を
持
て
る
会
社
に
／
顧
客
が
安
心

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
／
感
謝
の
心

で
社
会
に
貢
献

̶

を
会
社
理
念
に
掲
げ

て
、
先
代
か
ら
培
っ
た
実
績
と
信
頼
は

今
後
の
半
世
紀
も
守
り
た
い
と
い
う
。

　

業
種
業
界
・
世
代
・
地
域
を
超
え
て

同
社
の
も
の
づ
く
り
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
刷
新
。
販
路

拡
大
と
人
材
確
保
は
未
来
に
つ
な
げ
る

た
め
に
と
、
攻
め
の
姿
勢
も
。

　

社
員
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
た
め
に
も
、

1
世
紀
続
く
会
社
経
営
を
目
指
し
た
い

と
、
未
来
を
見
据
え
る
。

半
世
紀
で
培
っ
た
実
績
と
信
頼
で
1
世
紀
企
業
へ

〒512-8061　四日市市広永町1356-1
☎ 059（361）5030
ファクス 059（366）0108
http：//www.itotetu.co.jp　

〒510-0885　四日市市日永1-7-34
☎ 080（1628）5680
http：//flares.jp/
音楽教室も併設し、ピアノ、エレクトーンも
指導

会員企業の紹介

　

代
表
の
山
口
真
氏（
34
歳
）は
、
芸
術

大
学
で
音
楽
教
育
を
学
ん
だ
。
三
重
県

内
の
公
立
学
校
で
教
壇
に
立
っ
た
が
、

幼
い
こ
ろ
か
ら
の
め
り
込
ん
で
き
た
テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
作
り
た
い
一
心
で
、
24

歳
で
I
T
の
道
を
歩
み
出
し
た
。

　

鈴
鹿
市
内
の
シ
ス
テ
ム
開
発
会
社
に

転
職
し
た
当
時
、
I
T
に
関
す
る
知
識

も
経
験
も
ゼ
ロ
の
状
態
だ
っ
た
が
、
そ

の
後
、
半
年
間
の
実
務
と
独
学
の
成
果

と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
登
竜
門
と
い

わ
れ
る
国
家
資
格
「
基
本
情
報
技
術
者
」

を
取
得
し
た
。

　

情
報
処
理
の
学
び
を
深
め
る
中
で
、

「
I
T
」
が
企
業
経
営
と
密
接
に
関
わ

り
が
あ
る
と
い
う
事
実
と
、
そ
の
魅
力

に
引
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
企
業
戦

略
と
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

仕
事
の
虜
に
な
る
う
ち
、
ゲ
ー
ム
プ
ロ

グ
ラ
マ
ー
に
な
る
夢
は
、
I
T
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
な
る
こ
と
へ
変
わ
っ
て
い
た
。

　

大
手
製
造
業
で
の
生
産
管
理
シ
ス
テ

ム
開
発
な
ど
を
数
社
の
シ
ス
テ
ム
開
発

会
社
で
経
験
し
、
四
日
市
市
内
の
広
告

デ
ザ
イ
ン
会
社
で
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
を

集
中
的
に
学
ん
だ
後
、
当
所
の
経
営
支

援
を
受
け
て
32
歳
で
独
立
し
た
。

　

独
立
後
は
大
手
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
で
情
報
技
術
に
つ
い
て
指
導
す

る
傍
ら
、
地
元
三
重
の
中
小
企
業
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作
や
業
務
ア
プ
リ
の

開
発
を
継
続
し
て
い
る
。

　

I
T
な
ど
情
報
技
術
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
は
日
々
、
増
し
て
い
く
が
、
三
重
県

内
は
I
T
エ
ン
ジ
ニ
ア
不
足
が
地
域
の

大
き
な
課
題
だ
と
実
感
し
て
い
る
。

　

近
い
将
来
、
情
報
技
術
が
学
べ
る
e

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
サ
イ

ト
）
の
開
発
を
目
指
す
。
教
員
免
許
を

フ
ル
に
活
用
し
て
「
学
校
現
場
か
ら
社

会
人
ま
で
一
貫
し
た
情
報
技
術
教
育
の

実
現
を
今
後
30
年
で
実
現
し
て
い
き
た

い
」
と
、
笑
顔
で
語
る
。

太
陽
の
よ
う
に
社
会
を
照
ら
す
光
に
な
り
た
い

事業所名 代表者名 住　　所 営業内容
●四日市発“ものづくり” 

新入会員紹介 ご加入ありがとうございます

あなたの経営をトータルサポート！四日市商工会議所は、三重県下最大の約4,000会員を超える経済団体です。

☎059－351－0110

★レンタルプラン 月々6,800円～
※詳細については下記連絡先にお問い合わせください

　高品質は当然のこと。どんな短納期にも対応できるスピード感を最大の
強みに、日本のものづくりを支える企業が四日市に存在する。

株式会社伊藤鉄工所

●応援隊発“そうぎょう” 
　創業から2年、ウェブサイトや業務アプリなどITソリューションを提供。
「情報技術」を主軸に地域と学び、成長する教育インフラを目指す。

FLARES（フレアーズ）

◆観光・窯業部会
珊瑚ダイニング OFFSHORE 西浦一丁目2-21 タラフクビル1F 居酒屋青野　大樹
◆金融・財務・法務部会
㈱エフケイ四日市支社 鵜の森一丁目4-5 小出ビル3F 生保、損保、約50社の販売西口　知克
◆港湾・運輸部会
佐川急便㈱四日市営業所 大字羽津字山之奥戊101-1 宅配便など各種輸送にかかわる事業福田　英治
◆建設部会
㈱三重サポート 大字塩浜171-1 土木、建築工事齋藤　和弘
◆情報・医療・福祉・サービス部会
（一社）こたつ 青葉町800-89 介護福祉業池田　勝光
㈲スタッフ 小林町3029-178 プラント検査川合　英治
Up－Stage 西町2-2-502 研修事業、講演、コンテンツの製作・プロデュース森井　佳子
◆小売商業部会
㈱アルワン 中部2-2 化粧品の製造及び販売・理美容院の経営・エステティック等スクールの経営川森　重樹
◆特別会員
㈱プラスワン 津市渋見町410-9 新築、リフォーム、不動産の営業神田　孝之
㈱エコムクリエーション 桑名市相川町44 各種デザイン、ウェブ制作、コンサルティング内山　　潔

2019年度 第18回会員・共済制度増強キャンペーン
期 間　4月15日（月）～6月28日（金）

2019年度 第18回会員・共済制度増強キャンペーン

　会員増強による組織率向上と財政基盤の強化および、各種
共済制度の推進による会員企業の福利厚生制度の充実に向
けて、当所とアクサ生保険㈱の職員合同で、会員・共済制度増
強キャンペーンを4月15日から6月28日まで、実施します。

　期間中は両所社の職員が一丸となり、会員企業の皆さまを
訪ね、福利厚生に有用な情報として、生命共済や福祉共済、自
動車事故費用共済をご案内します。会員増強にも力を入れて
取り組みますので、ご理解ご協力のほど、お願いします。

　キャンペーンに先駆けて4月5日、当所で進発式
を開催しました。種橋潤治会頭はじめ4副会頭、ア
クサ生命保険㈱関西東海営業局長・竹本一氏、
三重県中小企業共済㈿代表理事専務理事・横
山昭司氏と両所社の職員総勢60人が参加し、
「がんばろう」と声をそろえ、こぶしを突き上げるな
ど、全員で士気を高めました＝写真＝。
※生命共済については本誌同送のパンフレットを
ぜひ、ご確認ください。また、お気軽に当所へお
問い合わせください＝☎059（352）8193＝。



（9） （8）

相　談　事　項 日　　時 専門指導員／相談員 相談内容（例）

法 律 相 談 13日㈪ 13：30～ 弁 護 士　杉 本 雅 俊 ＊契約上の留意点・取引上のトラブル
＊売掛金回収等における法的措置 等

不動産・会社法人登記相談 17日㈮ 10：00～ 司 法 書 士　石 川 秀 策 ＊会社・その他の法人設立の際の手続き、メリット・デメリット 等
＊不動産相談全般（事業上のご相談に限ります）

15日㈬ 13：00～ 税理士　東海税理士会から派遣 ＊現金出納帳等のつけ方から、決算・申告の仕方の指導 等

貿 易 ビ ジ ネ ス 相 談 17日㈮ 14：30～ ジェトロ三重貿易情報センター
＊海外展開に関する検討と準備項目、ジェトロ等公的機関の活用、
英文会計の英語　＊海外取引等における留意点
＊輸出入貿易の進め方　＊英文商品売買契約書作成の留意点、
その他各種英文契約書等の紹介 等

特 許 相 談  8日㈬ 13：30～ 弁 理 士　小 林 宜 延 ＊特許、実用新案、意匠等に関する出願、請求、その他の手続き 等

労 務 相 談 14日㈫ 13：30～ 社会保険労務士　若 林 正 清 ＊就業規則等の策定、人事・賃金問題 等

＊事業承継に関する相談全般

総 合 経 営 相 談 21日㈫ 13：30～ ㈱企業経営管理センター ＊創業に係る経営全般、新分野への進出
＊経営に係る相談全般 等

事 業 承 継 相 談  9日㈭ 13：30～ 三重県産業支援センター事業引継ぎ支援センター

よろず・ＩＴ窓口相談  8日㈬ 13：30～ 三重県産業支援センターよろず支援拠点 ＊経営に係る相談全般 等　＊ホームページへの集客、ネットショップ
ＩＴ導入 等　＊ＩＴにまつわる相談

記帳継続指導・税務相談（※1）

（※2）

（※3）

（※4）

◆相談は会員無料（事業外は一部有料）、非会員は※2、3、4を除く6相談で有料（5,140円）。※1は法人企業を除く。経営安定特別相談室は開設中。お気軽におたずねください。
◆申し込みは相談日前々日迄にお電話ご予約下さい　経営支援課 ☎059（352）8290

5 月 専門家による定期相談のお知らせ 会場：当所2階相談室

当所ホームページ　http://www.yokkaichi-cci.or.jp
■経 営 支 援 課　☎059（352）8290 ／ FAX059（355）0728
■商 工 振 興 課　☎059（352）8194 ／ FAX059（355）0728

■会員サービス課　☎059（352）8193 ／ FAX059（354）3737
■総 　 務 　 課　☎059（352）8192 ／ FAX059（354）3737

お知らせお知らせ障害者を雇用する企業を支援します
　四日市市内在住の
障がいのある人を試行
雇用または、常用雇用
する事業主（市内外を
問いません）に対して、
四日市市から奨励金を
支給しています。

経済センサス－基礎調査
　総務省統計局は6月1日から翌年3月31日まで、国内事業所の
活動状況等を明らかにするため、すべての産業分野の事業所を
対象に経済センサス－基礎調査を実施します。
　6月初旬から調査員が事業所の活動状況を確認し、新たに把
握した事業所など一部の事業所には調査票を配布します。調査
票への記入をお願いします。

各種調査実施のお知らせ

工業統計調査
　経済産業省は6月1日、国内の工業の実態を明らかにするため、
製造業を営む事業所を対象に工業統計調査を実施します。
　5月中旬から、事業所名や従業者数の確認のため、調査員が
各事業所を訪問します。
　従業者4人以上の事業所に調査票を配布します。調査票への
記入をお願いします。

説　明

支給額

支給期間

月額 4万円

（注）いずれの奨励金も、週当たりの所定労働時間が20時間を下回った場合は、支給対象となりません。

月額 4万円から6万円

雇用開始後、最長3か月間 国の支給期間終了後、最長6か月間

四日市市障害者トライアル奨励金種　類 四日市市障害者雇用奨励金

【問い合わせ先】　四日市市役所　商工課　勤労係　
　　　　　　　　☎059（354）8417 ／ FAX059（354）8307　E-mail：syoukou＠city.yokkaichi.mie.jp

　両調査とも、回答内容は統計作成以外の目的には使用されません。
　問い合わせはいずれも四日市市役所ICT戦略課 ＝ ☎ 059（354）8059 へ。

ハローワークからの「トライアル雇用助成金」の支給
対象となっている事業主に対し、同助成金と同じ期
間にわたり上乗せ支給

国（労働局）からの「特定求職者雇用開発助成
金」の支給終了後も引き続き期間の定めなく常用
雇用している事業主に対し支給

（本　社）四日市市稲葉町２-７  〒５１０－００４１
TEL（０５９）３５１－１４１１　FAX（０５９）３５１－９７８２

（系列会社）デジコ総合管理㈱
四日市市三栄町1-14 駅前マンション102号

URL http://www.ishii-nensho.co.jp/

●クリーンエネルギー LPガス
●ガス機器（温水床暖房、浴室暖房、他）
●住宅設備機器、リフォーム
●太陽光発電
●ミネラルウォーター宅配

「地域や人を、もっと元気にDIK地域プロジェクト」

四日市コンビナート
夜景クルーズ専用ホームページ
http://ykyc.jp/

四日市コンビナート
夜景クルーズ専用ホームページ
http://ykyc.jp/

■営 業 本 部／三重県四日市市京町2-13
　　　　　　　萬古工業会館3階
■四日市北店／イオンモール四日市北2階
■桑　名　店／イオンモール桑名1番街
　　　　　　　アンク専門店3階
■千　種　店／イオンタウン千種店1階

三重県知事登録旅行業第2種123号
JTB総合提携店

http://www.dikk.jp　☎059-337-8778

佐 藤 勝 教

有限
会社

４００ｔ迄保有！
クレーン作業
機械・機器設置
重量物運搬

▶
▶
▶
▶

有限会社
本 社 事 務 所
　 　 　 　 　

鈴 鹿 営 業 所

〒510-0872  三重県四日市市内堀町180番地
Tel 059-349-2255　Fax 059-349-2256
Tel 059-347-1518　Fax 059-347-1603
〒513-0013  三重県鈴鹿市国分町1048-1

起重機のことなら…

　2回シリーズで開催。「やりたいこと」が
仕事にできるかどうか、アイデアをビジ
ネスにするための知識を学べます。
日時　①5／10（金）、②6／7（金）いずれ

も18：30～20：30
会場　当所3階中会議室
講師　㈱Office Aube代表取締役
　　　中小企業診断士　五十嵐暁美氏
内容　①やりたいことをビジネスにする

コツ！＆交流会
　　　②どうやったら売れるのか教えま

す！＆ビジネス発表会
料金　500円（交流会参加費含む）
申込　5／8（水）までに当所ホームペー

ジから申し込みくだ
さい。QRコードか
らアクセスできます。

　今年、開港120周年を迎える四日市港
が、地域経済を支え、住民生活に憩いと
豊かさをもたらす港として、更に発展す
るため、四日市港のあるべき姿を官民一
体で検討してきた成果「四日市港の将来
像とその実現に向けたロードマップ」を
公開し、講演会を開催します。参加無料
日時　5／11（土）14：00～16：00
会場　四日市港ポートビル2階大会議室
内容　四日市港の将来像報告／港湾関

係者らによる意見表明
　　　15：15～（一財）国際臨海開発研

究センター理事長・富田英治氏に
よる特別講演「港を巡る世界の
動き」

　受講生の「なぜ？」「なに？」「どうする？」
の質問に対応し、パソコンに対する不安
を取り除く講座を4／25（木）から開講し
ました。随時、受け付けています。
内容　1単元：パソコンとファイルのな

ぜ？なに？／2単元：周辺機器の
なぜ？なに？／3単元：パソコン設
定のなぜ？なに？／4単元：インタ
ーネットのなぜ？なに？

　　　以上4単元を8～10時間で学べます。
料金　下記教室へ、問い合わせください。
申込　当所3階パソコン教室＝☎059

（329）6135＝へ。　

　一括有期事業を開始する際の事務手
続きの一部が4／1から不要になりまし
た。行政手続の簡素化により、事業主の
事務負担を軽減するための取組として、
労働保険に関する法令が改正され、以下
の2つが廃止されました。
1.一括有期事業開始届の廃止
　廃止に伴い、一括有期事業開始届を提
出する必要がなくなります。
2.一括有期事業の地域要件の廃止
　地域要件廃止に伴い、遠隔地で行われ
る有期事業も一括されます。

※有期事業が一括されるには、①概算保険料の
額が160万円未満であり、②事業の規模が請
負金額1億8000万円未満（建設の事業）または、
素材見込生産量1000立法メートル未満（立木
の伐採の事業）であることなどが必要です。
※労災保険給付事務は、労働保険料の納付事
務を行う事務所の所在地を管轄する労働基準
監督署で行います。詳細は厚生労働省三重働
局へ問い合わせください。

初心者脱却！
パソコンなぜ？なに？講座

申込　5／9（木）までに当所商工振興課
へファクスで申し込みください。

　

　荷主・物流企業、自治体、商工関係団体、
貿易関係等の方々を対象に、四日市港セ
ミナーを開催します。参加無料
日時　5／21（火）18：00～20：00
会場　四日市都ホテル
　　　セミナーは3階鈴鹿の間
　　　懇談会は4階伊勢の間
内容　18：05～四日市港プレゼンテー

ション
　　　18：20～八千代エンジニアリング

㈱統括事業本部国内事業部統括
技師長　吉田秀樹氏による講演
～「港の歴史」と開港120年（新年
号）を迎える四日市港への期待～

　　　19：05～懇談会
申込　四日市港利用促進協議会事務局

（四日市港管理組合振興課内）＝
☎059（366）7021、ファクス＝
059（366）7025へ。ホームページ
www.yokkaichi-port.comから
申込フォームへアクセスできます。

　大学、短大、専門学校等を2020年3月
卒業予定の学生や30代半ばまでの就職
希望者を対象に合同企業説明会を開催
します。
日時　5／22（水）13：00～17：00
会場　四日市市文化会館展示棟
内容　三重県内で採用予定の企業約

100社が出展。学生はじめ、就職
希望者は自由に参加できます。

第85回・86回創業カフェ
起業に一歩近づくワークショップ

（女性限定）

一括有期事業を行う
事業主の方々へお知らせ

四日市港セミナー

四日市港の将来を考える
フォーラム

第3回三重の就職セミナー



（11） （10）

15
人
が
地
元
小
学
生
の
協
力
を
得
て
、
通
行

人
ら
に
募
金
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。
集
ま
っ

た
厚
意
は
宮

城
県
商
工
会

議
所
女
性
連

合
会
へ
寄
付
。

同
活
動
は
東

北
の
被
災
地

復
興
を
願
っ

て
平
成
23
年

度
か
ら
継
続

し
て
い
る
。

　

3
月
19
日
、
亀
山
市
で
開
催
さ
れ
た
三
重

県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
へ
、
数
馬
桂

子
会
長
ら
6
人
が
出
席
し
た
。

 

青
年
部

　

3
月
30
日
、
会

員
交
流
事
業
を
実

施
。
佐
久
間
寿
仁

会
長
を
は
じ
め
26

人
が
京
都
を
訪
れ
、

伏
見
稲
荷
大
社
を

参
拝
。
青
年
部
事

業
の
発
展
を
祈
願

す
る
と
と
も
に
古

都
の
文
化
に
触
れ
、

会
員
相
互
の
親
睦

を
図
っ
た
。

 

平
成
31
年
県
民
功
労
者
表
彰（
当
所
関
係
分
）

　

三
重
県
の
平
成
31
年

県
民
功
労
者
7
人
が
こ

の
ほ
ど
発
表
さ
れ
、
運

輸
港
湾
功
労
に
当
所
顧

問
で
日
本
ト
ラ
ン
ス
シ

テ
ィ
㈱
代
表
取
締
役
会
長
、
元
三
重
県
商
工

会
議
所
連
合
会
会
長
の
小
林
長
久
氏
（
75

歳
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
祝
意
を
表

し
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
卒
業
予
定
の
学
生
や
30
代
半

ば
ま
で
の
就
職
希
望
者
を
対
象
に
合
同
企
業

説
明
会
を
四
日
市
市
文
化
会
館
で
開
催
。
三

重
県
内
で
採

用
予
定
の
企

業
約
1
1
1

社
が
出
展
し
、

採
用
情
報
を

求
め
る
学
生

ら
1
4
1
人

が
参
加
し
た
。

　

今
年
、
開
港
1
2
0
周
年
と
な
る
四
日
市

港
の
将
来
像
と
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
官
民

一
体
で
検
討
す
る
同
会
は
、
同
港
管
理
者
の

鈴
木
英
敬
知
事
に
検
討
の
成
果
を
報
告
し
た
。

同
会
発
起
人
の
種
橋
潤
治
当
所
会
頭
と
、
同

港
利
用
促
進
協
議
会
の
小
林
長
久
会
長
が
県

庁
を
訪
ね
、
四
日
市
港
の
あ
る
べ
き
姿
へ
の

構
想
や
将
来
像
を
実
現
す
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
交
え
て
説
明
し
た
。
検
討
の
成
果
は
後
日
、

四
日
市
市
長
と
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備

副
局
長
へ
も
報
告
し
た
。

　

中
国
・
天
津
市
に
あ
る
イ
オ
ン
モ
ー
ル
天

津
T
E
D
A
店
で
開
催
。
四
日
市
を
は
じ
め

三
重
県
産
の
調
味
料
や
麺
類
、
日
本
酒
を
展

示
販
売
。
同
時
開
催
の
第
1
回
四
日
市
陶
器

フ
ェ
ア
で
、
萬
古
焼
の
土
鍋
や
急
須
な
ど
も

並
べ
、
四
日
市
の
伝
統
産
業
を
広
く
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
会
期
中
は
当
所
担
当
者
も
常
駐
し
、

出
展
を
サ
ポ
ー
ト
。
天
津
・
四
日
市
両
市
の

経
済
交
流
事
業
の
一
環
で
、
天
津
で
の
販
路

開
拓
や
商
品
P
R
の
促
進
と
、
現
地
ニ
ー
ズ

の
把
握
が
狙
い
。
滞
在
中
に
天
津
市
工
商
業

連
合
会
を
関
係
者
一
行
で
表
敬
訪
問
し
た
。

　

2
0
2
0
年
3
月
卒
業
予
定
の
学
生
や
30

代
半
ば
ま
で
の
就
職
希
望
者
対
象
の
合
同
企

業
説
明
会
。
会
場
は
名
古
屋
市
の
ウ
イ
ン
ク

あ
い
ち
。
中
部
圏
の
企
業
1
1
1
社
が
出
展

し
、
採
用
情
報
を
求
め
て
学
生
ら
1
4
2
人

が
訪
れ
た
。
当

所
と
名
古
屋
商

工
会
議
所
主

催
・
四
日
市
市

と
お
し
ご
と
広

場
み
え
共
催
。

両
商
工
会
議
所

が
合
同
で
企
業

説
明
会
を
開
く

の
は
初
め
て
。

　

当
所
・
桑
名
商
工
会
議
所
の
両
商
業
関
連

部
会
の
交
流
と
連
携
を
目
的
に
平
成
22
年
か

ら
毎
年
開
催
。
今
年
は
桑
名
市
内
を
会
場
に
、

岡
崎
ま
ち
ゼ
ミ
の
会
・
堺
康
裕
氏
を
講
師
に

セ
ミ
ナ
ー
「
お
店
に
力
を
つ
け
る
三
方
よ
し

の
〝
ま
ち
ゼ
ミ
〞
」
を
開
催
。
両
所
会
員
4

人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は

「
ま
ち
ゼ
ミ
実
施
の
効
果
」
を
テ
ー
マ
に
意

見
交
換
し
た
。
両
会
頭
を
は
じ
め
総
勢
50
人

が
参
加
し
た
。

第
1
回

　
三
重
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー

第
1
回

　
三
重
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー

3/8

第
11
回
日
本
四
大
都
市

　 

美
食
節 

in 

天
津
出
展

第
11
回
日
本
四
大
都
市

　 

美
食
節 

in 

天
津
出
展

3/15
～17

　

同
会
の
会
長
を
務
め
る
種
橋
潤
治
会
頭
が

四
日
市
市
市
役
所
で
森
智
広
市
長
に
中
心
市

街
地
の
美
化
に
関
す
る
要
望
書
を
手
渡
し
た
。

要
望
書
で
は
、
夜
間
営
業
の
飲
食
店
増
加
に

伴
い
、
商
店
街
路
上
で
た
ば
こ
の
吸
い
殻
が

目
立
つ
こ
と
か
ら
、
路
上
喫
煙
禁
止
エ
リ
ア

拡
大
と
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
確
保
▽
四
日
市
市
を

美
し
く
す
る
条
例
の
再
検
証
▽
啓
蒙
・
啓
発

活
動
強
化
を
求
め
た
。
種
橋
会
頭
は
ク
ル
ー

ズ
船
入
港
に
よ
る
国
内
外
か
ら
の
来
泗
人
口

の
増
加
を
受
け
て
、
景
観
上
や
衛
生
面
か
ら

市
の
イ
メ
ー

ジ
を
損
な
う

な
ど
強
調
。

森
市
長
は

「
要
望
書
を

基
に
ぜ
ひ
、

市
街
地
の
美

化
改
善
に
努

め
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

両
日
と
も
横
浜
港
発
着
の
9
日
間
ツ
ア
ー

で
四
日
市
港
に
寄
港
。
い
ず
れ
も
乗
船
客
の

9
割
、
約
2
3
0
0
人
が
外
国
人
旅
行
者
。

岸
壁
で
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
中
心
市
街

地
で
諏
訪
太
鼓
体
験
演
奏
な
ど
、
お
も
て
な

し
イ
ベ
ン
ト
を
繰
り
広
げ
た
。

　

岸
壁
か
ら
近
鉄
四
日
市
駅
前
ま
で
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
利
用
し
て
、
次
々
と
乗
船
客
が
中

心
市
街
地
を
訪
れ
、
萬
古
焼
や
草
履
な
ど
日

本
伝
統
の
商
品
の
品
定
め
を
楽
し
ん
だ
。
カ

ナ
ダ
か
ら
参
加
し
た
夫
妻
は
、
じ
ば
さ
ん
三

重
で
急
須
や
酒
器
を
手
に
取
り
、
買
い
物
を

楽
し
ん
で
い
た
。
鵜
の
森
公
園
の
泗
翠
庵
で

も
立
礼
席
で
茶
道
を
体
験
す
る
外
国
人
が
入

れ
替
わ
り
訪
れ
た
。

　

4
月
恒
例
の
セ
ミ
ナ
ー
を
2
日
、
1
日
両

コ
ー
ス
合
わ
せ
3
コ
ー
ス
を
開
設
。
全
コ
ー

ス
通
し
て
地

元
企
業
54
社

2
2
7
人
の

新
入
社
員
が

受
講
。
社
会

人
と
し
て
の

心
構
え
や
マ

ナ
ー
、
接
客

や
電
話
応
対
、

ビ
ジ
ネ
ス
文

書
の
基
本
な
ど
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
交

え
て
、
専
門
講
師
か
ら
学
ん
だ
。

　

新
年
度
初
回
は
、
講
師
に
㈱
三
十
三
総
研

専
務
取
締
役
・
三
重
大
学
大
学
院
客
員
教
授

の
伊
藤
公
昭
氏
を
迎
え
、「
創
業
に
向
け
た

心
構
え
＆
交
流
会
」
を
開
催
し
、
創
業
を
目

指
す
男
女
13
人
が
受
講
。
交
流
会
で
は
創
業

に
向
け
て
情
報
交
換
し
た
。

　

当
所
で
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
を
開
設
し
て
11

年
目
と
な
る
同
教
室
の
平
成
30
年
度
修
了
式

と
2
0
1
9
年
度
開
講
式
に
、
地
元
企
業
か

ら
新
旧
受
講
者
合
わ
せ
て
26
人
が
出
席
。
大

阪
大
学
か
ら

遠
隔
配
信
さ

れ
る
特
別
講

義
「
先
端
研

究
か
ら
商
品

開
発
、
事
業

化
ま
で
の
体

験
談
」
に
熱

心
を
耳
を
傾

け
た
。

鈴木知事（右）に説明する種橋会頭（中）と小林会長（左）＝県庁で セミナー会場から

萬古焼を展示販売するコーナー＝天津市で

合同企業説明会から＝名古屋市のウインクあいちで
両商工会議所会員によるパネルディスカッション
＝桑名市内で

 

3
月
常
議
員
会

　

3
月
27
日
、
38
人
が
出
席
。
同
日
開
催
の

第
2
回
通
常
議
員
総
会
に
提
案
す
る
2
0
1

9
年
度
事
業
計
画
案
と
収
支
予
算
案
、
任
期

満
了
に
伴
う
議
員
選
挙
に
先
駆
け
た
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
の
選
任
の
ほ
か
、
新
入
会
員

10
件
（
本
誌
7
ペ
ー
ジ
詳
細
掲
載
）
の
入
会

を
承
認
。
四
日
市
港
開
港
1
2
0
周
年
へ
の

協
力
依
頼
や
海
外
販
路
開
拓
支
援
事
業
な
ど

11
件
を
報
告
し
た
。

 

平
成
30
年
度
第
2
回
通
常
議
員
総
会

　

3
月
27
日
、
1
2
0
人
（
委
任
状
含
む
）

が
出
席
。
種
橋
潤
治
会
頭
は
冒
頭
の
挨
拶
で

交
通
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

地
域
力
向
上
を
上
げ
、「
中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
対
策
▽
観
光
・
ま
ち
づ
く
り
対
策
▽

産
業
の
活
性
化
▽
海
外
展
開
販
路
拡
大
▽
創

業
・
企
業
支
援
な
ど
の
諸
事
業
を
「
連
携
の

拡
大
」
と
「
交
流
の
深
化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
取
り
組
み
た
い
」
と
述
べ
た
。
提
案
し
た

2
0
1
9
年
度
事
業
計
画
案
と
収
支
予
算
案

（
本
誌
4
、
5
ペ
ー
ジ
特
集
に
詳
細
掲
載
）、

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
6
人
の
選
任
は
承
認

さ
れ
た
。

 

女
性
部

　

3
月
16
日
、
近
鉄
四
日
市
駅
ふ
れ
あ
い
モ

ー
ル
で
、
第
10
回
東
日
本
大
震
災
義
援
金
募

金
活
動
を
実
施
。
数
馬
桂
子
会
長
を
は
じ
め 挨拶する種橋会頭＝当所で

森市長に要望書を手渡す種橋会頭＝四日市市役所で

名刺交換のし方を学ぶ新入社員ら＝当所で 萬古焼を選ぶ乗船客＝じばさん三重で

諏訪太鼓体験＝近鉄四日市駅で

入港したダイヤモンド・プリンセス

修了証を受ける受講者（左側）＝当所で 講師の伊藤氏＝当所で

募金を呼び掛ける会員ら＝ふれあいモールで交流事業の参加者ら＝京都市内で

TOPICS TOPICS

「
四
日
市
港
の『
機
能
強
化
』と

『
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
』を

考
え
る
会
」が
知
事
へ
成
果
報
告

「
四
日
市
港
の『
機
能
強
化
』と

『
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
』を

考
え
る
会
」が
知
事
へ
成
果
報
告

3/15

四
日
市
を
美
し
く
す
る
会
が

中
心
市
街
地
の
美
化
に
つ
い
て

四
日
市
市
長
に
要
望

四
日
市
を
美
し
く
す
る
会
が

中
心
市
街
地
の
美
化
に
つ
い
て

四
日
市
市
長
に
要
望

3/29

名
古
屋
商
工
会
議
所
と

　
　
　
合
同
企
業
説
明
会

名
古
屋
商
工
会
議
所
と

　
　
　
合
同
企
業
説
明
会

3/21

桑
名
商
工
会
議
所

 

商
業
関
連
部
会
と
懇
談
会

桑
名
商
工
会
議
所

 

商
業
関
連
部
会
と
懇
談
会

3/22

外
国
ク
ル
ー
ズ
船

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド・プ
リ
ン
セ
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
港

外
国
ク
ル
ー
ズ
船

「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド・プ
リ
ン
セ
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
港

4/2・
10

第
84
回
創
業
カ
フ
ェ

第
84
回
創
業
カ
フ
ェ

4/5

2
0
1
9
年
度

　
　
新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー

2
0
1
9
年
度

　
　
新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー

4/4・5・
9・10・12

大
阪
大
学
ナ
ノ
テ
ク

　
社
会
人
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　    

修
了
式・開
講
式

大
阪
大
学
ナ
ノ
テ
ク

　
社
会
人
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　    

修
了
式・開
講
式

4/5

3月～4月2019年
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知
っ
得
! !

知
っ
得
! !

知
っ
得
! !
商
工
会
議
所 

活
用
法

商
工
会
議
所 

活
用
法

当所ホームページでビジネス・ワンポイントのバックナンバーを掲載中。自由に閲覧できます。

労働時間の状況の把握（労働安全衛生法の改正）

ビジネス・ワンポイント

社会保険労務士法人
若林労務経営事務所　
代表理事　若林正清氏
全国社会保険労務士会連合会
副会長、三重県社会保険労務
士会会長

■
活
動
の
概
要
は
？

　

自
己
研
鑽
▽
市
政
に
対
す
る
理
解
▽

会
員
相
互
の
親
睦
▽
他
会
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築

̶

を
活
動
指
針
に
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
講
演
会
、
市
政
懇

談
会
、
会
員
親
睦
研
修
旅
行
な
ど
開
催

や
、
県
・
全
国
組
織
へ
の
参
加
、
仕
事

に
対
す
る
姿
勢
や
人
生
観
を
会
員
か
ら

学
び
合
う
メ
ン
バ
ー
ス
ピ
ー
チ
な
ど
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

部
活
動
と
し
て
合
唱
部
、
華
道
教
室
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
を
定
期
開
催
。
社
会

貢
献
と
し
て
、
四
日
市
市
内
の
福
祉
施

設
で
合
唱
の
披
露
、
折
り
紙
の
贈
呈
、

近
鉄
四
日
市
駅
前
で
の
東
日
本
大
震
災

義
援
金
募
金
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
継
続
し
て
い
ま
す
。

■
入
会
資
格
は
？

　

法
人
、
個
人
問
わ
ず
、
当
所
会
員
事

業
所
の
役
員
ま
た
は
、
事
業
主
な
ら
び

に
役
員
の
親
族
（
2
親
等
以
内
）
で
あ

れ
ば
、
入
会
で
き
ま
す
。

■
年
会
費
は
？

　

当
所
の
会
費
と
は
別
途
、
年
7
，0
0

0
円
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
10
月

1
日
以
降
入
会
の
場
合
は
、
半
額
の

3
，5
0
0
円
と
な
り
ま
す
。

■
入
会
ま
で
の
流
れ
は
？

　

入
会
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

当
所
女
性
部
事
務
局
へ
郵
送
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
申

込
書
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。
入
会
は
随
時
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
自
己
研
鑽
や
仲

間
づ
く
り
、
地
域
貢
献
を
お
考
え
方
は

ぜ
ひ
、
当
所
女
性
部
事
務
局
＝
☎
0
5

9
（
3
5
2
）
8
1
9
3
＝
へ
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？ 

女
性
部

　
当
所
女
性
部
は
昭
和
46
年
6
月
29
日
に
「
婦
人
会
」
の
名
称
で
設
立
さ
れ
た
歴
史
あ
る

団
体
で
す
。
会
員
相
互
の
親
睦
と
連
携
を
密
に
、
女
性
経
営
者
の
資
質
向
上
と
商
工
業
の

発
展
を
図
り
、
社
会
福
祉
増
進
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

阻害しない等の適切な措置を講じた上で自己申告によ
ることができます。以上、その結果については、記録
を作成し3年間保存する必要があります。
　なお、前述の医師による面接指導とは、労働安全衛
生法にて一定の長時間労働があり疲労の蓄積が認めら
れる労働者から申し出があった場合は、医師による面
接指導を受けさせなければならないと定められており、
この一定の長時間労働とは、今まで、時間外・休日労
働が月100時間を超える場合でしたが、改正により月
80時間超と引き下げられました（2019年4月施行）。
　また、今回の改正では、月80時間を超える時間外・
休日労働をした労働者について、本人へその旨を通知
する義務、産業医の選任義務のある事業所では、その
者の氏名、当該超えた時間に関する情報を産業医へ通
知する義務も新たに設けられており、タイムカード等
による労働時間の状況の把握は、健康管理上からも
重要性が高まりました。

　労働基準法においては、労働時間、休日、深夜業等
について規定を設けていることから、使用者には、労
働時間を適正に把握するなど労働時間を適切に管理す
る責務があり、「労働時間の適正な把握のために使用
者が講ずべき措置に関するガイドライン」（平成29年）
では、使用者が講ずべき措置を具体的に明らかにして
います。
　このガイドラインでは、管理監督者やみなし労働時
間制が適用される労働者は対象外となっていますが、
今回の法改正においては、長時間労働者に対する医師
による面接指導の履行確保を図るため、労働安全衛生
法を改正し、これらの方の労働時間の状況についても、
労働安全衛生規則に規定する方法で把握しなければな
らないこととなりました（2019年4月施行）。
　労働時間の状況の把握は、タイムカードによる記録、
パソコン等の使用時間の記録等の客観的な方法や使用
者による現認が原則となります。これらの方法をとる
ことができず、やむを得ない場合には、適正な申告を

私
が
担
当
し
ま
す

総
務
部
会
員
サ
ー
ビ
ス
課

 

女
性
部
事
務
局
　
大
橋 

由
佳

　女性部活動のことなら、お気
軽におたずねください。
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4
月
1
日
は
新
元
号
「
令

和
」の
発
表
に
国
民
こ
ぞ
っ
て

釘
付
け
。
新
時
代
へ
の
期
待

に
多
く
の
人
の
表
情
が
輝
き

ま
し
た
■
そ
の
夜
、
1
9
8

9
年
＝
平
成
元
年
公
開
の
米

映
画
「
シ
ー
・
オ
ブ
・
ラ

ブ
」
を
D
V
D
で
観
賞
し
ま

し
た
■
当
時
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
舞
台
に
主
演
の
男
女
と

殺
人
事
件
が
絡
む
サ
ス
ペ
ン

ス
で
、
雑
誌
の
恋
人
募
集
欄

の
投
稿
が
犯
人
の
手
が
か
り

に
■
い
わ
ゆ
る
出
会
い
系
サ

イ
ト
の
よ
う
な
も
の
で
す
が
、

当
然
、
携
帯
も
ス
マ
ホ
も
登

場
し
ま
せ
ん
■
自
分
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
自
作
の
詩
を
紙
に

書
く
シ
ー
ン
に
、
こ
の
30
年

で
起
き
た
情
報
通
信
革
命
の

大
き
さ
を
実
感
■
さ
て
、
科

学
技
術
の
進
化
は
止
ま
り
ま

せ
ん
。
次
は
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
【
ま
】

フィル・フィリップス歌う主題歌シー・オブ・ラブは
さらに30年前、1959年のヒット曲

あ
と
が
き

平
成
31
年
4
月
6
日

平
成
元
年
4
月
2
日

●
商
工
春
秋
平
成
元
年
号
の
表
紙
写
真

の
地
を
訪
ね
て

　

平
成
か
ら
令
和
へ
、
い
よ
い
よ
5
月

1
日
、
新
時
代
の
幕
開
け
で
す
が
、
本

年
度
の
当
コ
ー
ナ
ー
は
、
平
成
元
年
度

発
行
の
本
誌
表
紙
を
飾
っ
た
地
を
訪
ね

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

30
年
前
の
あ
の
日
あ
の
時
、
記
録
さ

れ
た
風
景
へ
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る

か
の
よ
う
に
出
か
け
て
、
時
を
超
え
て

街
の
魅
力
を
捜
し
歩
い
て
み
ま
す
。

●
十
四
川
桜
ま
つ
り
今
昔

　

今
号
は
30
年
前
の
5
月
号
表
紙
か
ら

富
田
、
十
四
川
の
桜
ま
つ
り
へ
。
約

7
0
0
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
並
木
が

両
岸
1.2
㌔
ほ
ど
続
く
花
見
の
名
所
。
ル

ー
ツ
は
、
製
網
業
で
知
ら
れ
る
、
創
業

寛
政
6
（
1
7
9
4
）
年
の
地
元
企
業

「
ア
ミ
カ
ン
㈱
」
さ
ん
に
よ
る
大
正
12
年

の
植
樹
に
遡
り
ま
す
。

　

川
幅
が
広
く
な
い
た
め
、
枝
が
伸
び

て
で
き
た
薄
桃
色
の
ア
ー
チ
が
、
あ
で

や
か
で
、
咲
き
っ
ぷ
り
は
あ
っ
ぱ
れ
。

　

右
は
平
成
元
年
4
月
2
日
の
日
曜
日
。

満
開
の
桜
の
下
に
腰
を
下
ろ
し
て
花
見

を
楽
し
む
家
族
や
仲
間
連
れ
で
沸
い
て

い
ま
す
。
時
は
バ
ブ
ル
景
気
の
さ
な
か
、

男
性
の
笑
顔
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
実

に
穏
や
か
に
宴
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

白
い
シ
ャ
ツ
を
パ
ン
ツ
イ
ン
し
て
着

こ
な
す
セ
ミ
ロ
ン
グ
ヘ
ア
の
女
性
は
紺

の
ブ
レ
ザ
ー
を
羽
織
れ
ば
、
当
時
流

行
し
た
「
渋
カ
ジ
（
渋
谷
カ
ジ
ュ
ア

ル
）」の
王
道
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　

あ
と
2
年
少
し
で
バ
ブ
ル
は
崩
壊

し
、
急
激
に
景
気
が
後
退
す
る
な
ど
、

こ
の
見
事
な
桜
の
下
で
誰
が
知
っ
て

い
た
で
し
ょ
う
。

　

左
は
今
年
の
4
月
6
日
、
土
曜
日

の
昼
下
が
り
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
平

成
最
後
の
桜
を
楽
し
も
う
と
、
老
若

男
女
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
。

「
十
四
川
桜
ま
つ
り
」
と
書
い
た
紅

白
提
灯
の
風
情
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

初
々
し
い
カ
ッ
プ
ル
か
ら
ベ
ビ
ー

カ
ー
を
押
す
家
族
連
れ
、
愛
ら
し
い

盛
り
の
孫
を
連
れ
た
シ
ル
バ
ー
世
代

ま
で
コ
ン
ビ
ニ
袋
を
手
に
、
ス
マ
ホ

で
写
真
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
茶
を
飲
み

な
が
ら
、
桜
を
愛
で
歩
き
ま
す
。

　

地
元
の
人
に
よ
る
と
、
露
店
は
30

年
前
と
比
べ
、
か
な
り
減
っ
た
そ
う

で
す
が
、
近
鉄
名
古
屋
線
の
踏
切
東

側
に
は
、
香
ば
し
い
匂
い
を
放
つ
屋

台
の
出
店
に
後
ろ
髪
を
引
か
れ
ま
す
。

　

夜
桜
を
楽
し
も
う
と
団
体
さ
ん
が

シ
ー
ト
の
準
備
を
始
め
て
い
ま
し
た
。

そ
う
で
す
よ
、
そ
う
で
な
い
と
！
。

今
も
昔
も
日
本
人
が
大
好
き
な
季
節

で
す
も
の
。
来
年
の
令
和
初
お
花
見

は
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
出

か
け
る
と
し
ま
す
。

ふ
ら
っ
と
・
ぶ
ら
っ
と
・
よ
っ
か
い
ち

ふ
ら
っ
と
・
ぶ
ら
っ
と
・
よ
っ
か
い
ち

ふ
ら
っ
と
・
ぶ
ら
っ
と
・
よ
っ
か
い
ち11

四
日
市
の
魅
力
再
発
見
・
改
元
編 

̶ 

平
成
元
年
へ
出
か
け
よ
う 
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